
強
気
で
自
己
演
出
の
天
才
不
動
産
王

を
お
伝
え
し
た
い
。

　

ビ
ー
ル
・
飲
料
大
手
の
キ
リ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
２
月
13
日
、
傘
下
の
東
南

ア
ジ
ア
地
域
持
ち
株
会
社
キ
リ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
首
位
の
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｌ
）

の
ビ
ー
ル
製
造・販
売
部
門
マ
ン
ダ
レ
ー・

ブ
ル
ワ
リ
ー
に
❺1
％
出
資
し
、
合
弁
会
社

に
す
る
と
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
後
同
国
内
の
ビ
ー
ル
の
ほ

ぼ
総
て
を
キ
リ
ン
が
占
め
る
こ
と
を
意
味

す
る
。　

ま
た
、
飲
料
系
で
は
ア
サ
ヒ
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
Ｈ
Ｄ
）が
、

同
国
で
乳
性
飲
料
「
カ
ル
ピ
ス
ラ
ク
ト
」

の
販
売
を
開
始
。
タ
イ
の
グ
ル
ー
プ
工
場

で
生
産
し
、
現
地
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
の
合

弁
会
社
を
通
じ
て
販
売
す
る
と
い
う
。
同

国
に
お
け
る
カ
ル
ピ
ス
・
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
販
売
は
初
め
て
。
同
様
に
ヤ
ク
ル
ト
も

乳
酸
菌
飲
料
の
工
場
を
同
国
内
に
建
設
中

で
あ
る
。

ス
に
上
る
。
人
口
は
約
２
０
０
０
万
人
に

留
ま
り
、
ま
だ
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼

べ
る
状
況
に
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
人
口
約
５
０
０

０
万
人
を
抱
え
、
労
働
賃
金
が
安
く
、
２

０
１
１
年
の
民
政
移
管
ま
で
は
、
ほ
と
ん

ど
鎖
国
に
近
い
状
態
だ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

が
魅
力
的
に
感
じ
る
の
も
無
理
は
な
い
。

民
政
移
管
後
は
市
場
開
放
と
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
、
外
国
企
業
の
進

出
に
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
投
げ
か
け
る
。

　

日
本
で
は「
今
こ
そ
ミ
ャ
ン
マ
ー
」「
ミ

ャ
ン
マ
ー
が
熱
い
」
と
煽
る
メ
デ
ィ
ア
が

多
い
が
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
編
集
子
も
そ

の
１
人
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
昨

年
の
現
地
取
材
も
含
め
、
隣
国
に
駐
在
す

る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
実
情
と
肌
感
は
、
日

本
か
ら
飛
行
機
で
い
き
な
り
首
都
ヤ
ン
ゴ

ン
に
舞
い
降
り
、
１
週
間
程
度
の
行
程
で

現
地
を
視
察
・
取
材
し
た
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
今
回
は
筆
者

が
実
感
す
る
「
身
の
丈
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
」

　
「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
勇
み
足
で
盛
り

過
ぎ
。
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
で
さ
え
、
頼

み
の
綱
で
あ
る
日
系
企
業
の
進
出
増
に
絡

ん
だ
案
件
も
少
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
に

価
格
競
争
で
破
れ
厳
し
い
の
が
現
状
で

す
。
報
道
の
半
分
以
下
の
温
度
（
現
実
）

だ
と
思
っ
て
欲
し
い
」

　

ふ
た
昔
前
の
中
国
、
ひ
と
昔
前
の
タ
イ

に
続
く
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
そ
う
簡
単

に
は
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
だ
。
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
地
域
で
タ
イ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
を

探
す
と
な
れ
ば
、
ま
ず
は
ベ
ト
ナ
ム
が
筆

頭
株
だ
ろ
う
。
人
口
約
９
０
０
０
万
人
で

市
場
規
模
も
大
き
く
、
イ
ン
フ
ラ
も
急
速

に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
進
出
先
の
候
補
地

と
し
て
は
申
し
分
な
い
。

　

で
は
他
の
国
々
は
ど
う
か
。
ま
ず
ラ
オ

ス
は
内
陸
国
の
た
め
貿
易
に
は
不
利
で
、

か
つ
人
口
も
約
６
０
０
万
人
と
市
場
的
に

小
さ
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
１
９
９
０
年
代

ま
で
続
い
た
内
戦
で
ば
ら
撒
か
れ
た
地
雷

に
よ
る
爆
発
事
故
が
、
今
で
時
折
ニ
ュ
ー

業
界
大
手
が
続
々
と
橋
頭
堡
構
築

　

昨
年
８
月
に
取
材
で
訪
れ
た
ミ
ャ
ン
マ

ー
。「
ア
ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

そ
の
後
の
調
子
は
ど
う
？
」と
の
問
い
に
、

友
人
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
在
住
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
武
田
和
人
氏
は
こ
う
嘆
く
。
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後
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フ
ロ
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テ
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キ
リ
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も
ア
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ヒ
も
ヤ
ン
マ
ー
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…
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現
地
報
告

　
　  

（「
週
刊
ワ
イ
ズ
」
編
集
長
／
バ
ン
コ
ク
在
住
）
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系
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強
気
で
自
己
演
出
の
天
才
不
動
産
王

物
流
、縫
製
な
ど
3❾
社
に
達
す
る
と
言
う
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
同
Ｓ

Ｅ
Ｚ
も
好
調
な
よ
う
で
、
２
月
❷4
日
に
は

拡
張
工
事
が
本
格
始
動
。「
ゾ
ー
ン
Ｂ
」

と
呼
ば
れ
る
約
１
０
０
ha
の
工
業
地
帯
を

造
成
す
る
。
２
０
１
８
年
半
ば
に
は
第
１

期
分
が
完
成
す
る
予
定
だ
。

　
「
す
で
に
、
ゾ
ー
ン
Ｂ
へ
の
進
出
企
業

を
決
め
た
会
社
も
あ
り
、
引
き
合
い
を
感

じ
て
い
ま
す
」
と
、
Ｍ
Ｊ
Ｔ
Ｄ
の
幹
部
は

喜
び
を
隠
さ
な
い
。同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
動
向
は
、

タ
イ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
と
し
て
分
業
体
制

を
急
ぐ
、
タ
イ
に
拠
点
を
持
つ
日
系
製
造

業
に
と
っ
て
も
注
目
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
ろ
う
。

　

同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
に
つ
い
て
、
前
出
の
武
田
氏

は
こ
う
話
す
。

　
「
最
も
大
き
い
の
は
、
２
０
１
１
年
の

民
政
移
管
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る

産
業
創
出
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
点
で

し
ょ
う
。
軍
政
＝
鎖
国
に
よ
っ
て
、
産
業

が
皆
無
だ
っ
た
同
国
で
す
が
、
テ
ィ
ラ
ワ

Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
開
業
し
た
こ
と
で
、
こ
の
国
に

存
在
し
な
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
（
薄
板
）
の
参
入
は
、
裾
野
産
業
の
第

一
歩
で
す
し
、
ヤ
ン
マ
ー
や
ク
ボ
タ
の
進

出
も
そ
う
で
す
が
、
建
設
資
材
や
肥
料
関

連
企
業
の
参
入
で
、
輸
入
代
替
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
の
日
系
企
業
が
期
待

バ
ル
の
ク
ボ
タ
も
ひ
と
足
早
く
、同
地（
テ

ィ
ラ
ワ
）
に
農
機
の
輸
入
・
卸
売
り
販
売

拠
点
を
開
設
し
て
い
る
。
日
系
農
機
具
の

“
両
横
綱
”
の
揃
い
踏
み
で
あ
る
。

「
テ
ィ
ラ
ワ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
」
が
推
進
剤

　

前
述
の
ヤ
ン
マ
ー
が
進
出
し
た
テ
ィ
ラ

ワ
と
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
整
備
が
進
む

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
中
核
港
湾
の
テ
ィ
ラ
ワ
港

に
隣
接
す
る
、
同
国
初
の
経
済
特
区
（
Ｓ

Ｅ
Ｚ
）
の
こ
と
。
総
面
積
２
４
０
０
ha
は

東
京
ド
ー
ム
５
０
０
個
分
の
広
さ
で
、
開

発
主
体
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
テ

ィ
ラ
ワ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
Ｍ
Ｊ
Ｔ
Ｄ

に
は
、
三
菱
商
事
、
住
友
商
事
、
丸
紅
の

３
商
社
と
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

が
合
わ
せ
て
4❾
％
を
出
資
。

　

火
力
発
電
所
や
ガ
ス・パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、

前
述
の
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
事
業
で
整
備
す

る
な
ど
、
日
本
が
官
民
を
挙
げ
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
さ
に

同
国
の
近
代
化
へ
向
け
た
象
徴
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

２
０
１
５
年
９
月
に
「
ゾ
ー
ン
Ａ
（
約

４
０
０
ha
）」
が
開
業
し
、
す
で
に
同
工

業
団
地
と
入
居
契
約
を
結
ん
だ
企
業
は
❼❽

社
に
上
る
。
そ
の
う
ち
日
系
企
業
は
、
自

動
車
関
連
、
建
材
、
物
流
、
食
品・飲
料
、

の
投
資
も
細
り
、
コ
メ
の
品
質
や
生
産
性

も
低
下
し
た
。

　

だ
が
、
こ
の
国
は
人
口
の
７
割
が
農
民

と
い
う
典
型
的
な
農
業
国
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
市
場
開
放
後
は
、ア
ウ
ン・サ
ン・

ス
ー
・
チ
ー
国
家
顧
問
主
導
の
新
政
権
は

農
業
の
近
代
化
を
重
視
。
コ
メ
輸
出
大
国

の
復
権
に
向
け
、
国
家
を
挙
げ
て
農
業
生

産
率
ア
ッ
プ
に
邁
進
し
て
い
る
。

　

昨
年
８
月
に
訪
れ
た
対
タ
イ
国
境
付
近

で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
て
タ
イ

か
ら
運
ば
れ
て
来
た
日
本
製
の
農
機
具

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
積
み
替
え
ら
れ
る
際

に
、「
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
か
ら
運
べ
る

だ
け
運
ぶ
」
と
ば
か
り
に
、
荷
台
に
雑
に

山
積
み
さ
れ
て
い
た
光
景
が
、
何
と
も
印

象
的
だ
っ
た
。
農
機
具
が
そ
れ
だ
け
足
り

な
い
証
左
だ
。

　

こ
れ
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
某
日
系
物

流
会
社
の
幹
部
は
「
メ
ー
カ
ー
が
進
出
し

て
い
な
い
の
で
、
タ
イ
で
買
い
付
け
た
輸

出
業
者
が
、
と
に
か
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境

ま
で
運
び
、
受
け
渡
し
後
は
﹃
勝
手
知
ら

ず
﹄
で
も
通
じ
る
（
売
れ
る
）
か
ら
で
し

ょ
う
」
と
漏
ら
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。

　

前
述
し
た
ヤ
ン
マ
ー
の
事
例
は
、
農
機

市
場
と
し
て
同
国
が
巨
大
で
あ
る
こ
と
を

同
社
が
認
識
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
ラ
イ

　

他
に
も
、
農
業
機
械
な
ど
の
製
造
、
販

売
大
手
の
ヤ
ン
マ
ー
が
同
月
❷1
日
、
本
格

的
に
進
出
を
決
め
て
い
る
。
同
社
は
同
国

の
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
近
郊
の
テ
ィ
ラ
ワ

工
業
団
地
に
、
三
井
物
産
と
共
同
出
資
で

農
機
の
輸
入
・
卸
売
り
拠
点
を
開
設
し
た

と
発
表
。
２
０
１
２
年
度
ま
で
に
同
国
で

の
売
上
約
１
０
０
億
円
を
目
指
す
と
い

う
。
ま
さ
に
日
系
企
業
の
進
出
・
販
路
拡

大
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
世
界
有
数
の
コ
メ
生

産
国
で
、
１
９
２
０
～
❻⓪
年
代
初
頭
は
世

界
１
、
２
位
を
争
う
コ
メ
輸
出
国
で
も
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
軍
事
政
権
に

よ
る
圧
政
（
事
実
上
の
鎖
国
主
義
）
で
民

間
の
コ
メ
輸
出
が
禁
止
に
。
農
業
分
野
へ
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こ
の
た
め
誕
生
し
た
て
の
新
車
市
場
が
活

気
を
帯
び
始
め
て
い
る
。

　

現
地
紙
に
よ
る
と
、
今
年
１
月
か
ら
日

産
自
動
車
が
同
国
で
の
現
地
生
産
・
販
売

を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。
す
で
に
ト
ヨ

タ
自
動
車
や
ス
ズ
キ
、
米
フ
ォ
ー
ド
が
進

出
済
み
で
、
新
車
市
場
の
シ
ェ
ア
争
い
も

熱
を
帯
び
始
め
て
い
る
。

　

日
産
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
タ
ン
チ
ョ
ン・

モ
ー
タ
ー
と
提
携
し
、
同
国
政
府
か
ら
２

０
１
３
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
で
の
新
工
場
建
設

の
認
可
を
受
け
て
い
る
。
同
工
場
で
は
ア

ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
を
基
本
に
、
部
品
は
タ
イ

な
ど
か
ら
輸
入
し
て
簡
単
な
組
み
立
て
を

し
、「
サ
ニ
ー
」
を
生
産
す
る
。
す
で
に
、

第
２
工
場
の
建
設
に
も
着
手
し
、
２
０
１

９
年
の
稼
動
を
目
指
し
て
い
る
。

　

最
大
手
の
ト
ヨ
タ
は
、
す
で
に
新
興
国

向
け
の
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
車
（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）

「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ナ
ー
」
と
、
世
界
戦
略
車

と
位
置
付
け
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク

「
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
」
を
販
売
。

　

一
方
、
ス
ズ
キ
は
２
０
１
３
年
に
現
地

法
人
「
ス
ズ
キ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
モ
ー
タ

ー
」
を
設
立
し
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
「
キ
ャ

リ
イ
」
と
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ
「
エ
ル
テ
ィ

ガ
」
の
生
産
・
販
売
を
始
め
た
。
来
年
に

は
、
テ
ィ
ラ
ワ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で
建
設
中
の
新
工

場
が
稼
働
す
る
予
定
で
、
生
産
台
数
も
大

定
地
の
土
地
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
な

ど
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
ま
で

あ
る
ら
し
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
に
時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か

り
、
最
後
に
は
諦
め
て
撤
退
す
る
に
至
っ

た
例
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。

産
業
発
展
の
本
丸
は
「
自
動
車
」

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
走
る
多
く
の
自
動
車

が
、
実
は
中
古
の
日
本
車
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
通
り
。
中
で
も
、
日
本
の
各
バ
ス

会
社
名
（
路
線
名
）
を
そ
の
ま
ま
残
し
た

路
線
バ
ス
は
、
今
や
こ
の
国
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
遭
遇
率
が
高
い

の
が
「
神
奈
中
バ
ス
」
こ
と
、
神
奈
川
中

央
交
通
の
車
両
だ
。
他
に
も
名
鉄
バ
ス
や

長
距
離
観
光
バ
ス
な
ど
、
ひ
と
昔
前
に
活

躍
し
た
日
本
全
国
の
バ
ス
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
活
躍
す
る
。

　

同
様
に
、
◯
◯
通
運
や
△
△
商
事
と
い

っ
た
商
業
車
も
企
業
ロ
ゴ
そ
の
ま
ま
で
走

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
ン
ゴ
ン
空
港
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
搭
乗
口
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
さ
え
車
体
に
は
「
千
葉
内
陸
バ
ス
」

と
書
か
れ
た
ま
ま
だ
。

　

し
か
し
、そ
ん
な「
中
古
車
天
国
」も
、

ど
う
や
ら
昨
年
ま
で
終
焉
。
今
年
か
ら
同

国
政
府
は
、原
則
と
し
て
右
ハ
ン
ド
ル（
つ

ま
り
は
日
本
車
）の
中
古
車
輸
入
を
禁
止
、

の
進
出
を
促
す
政
策
が
発
表
さ
れ
る
予
定

な
ど
、
進
出
を
目
指
す
外
国
企
業
に
と
っ

て
は
、
ま
さ
に
追
い
風
が
強
く
な
る
一
方

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
だ
が
、
こ
の
国
に
詳
し

い
タ
イ
在
住
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
「
長
年

続
い
た
軍
事
政
権
の
影
響
で
企
業
情
報
は

ほ
と
ん
ど
非
公
開
で
、
進
出
を
考
え
る
外

資
に
と
っ
て
、
こ
の
情
報
の
乏
し
さ
が
足

か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
、
問
題

を
指
摘
す
る
。

　

海
外
進
出
の
際
、
現
地
企
業
と
パ
ー
ト

ナ
ー
を
組
む
の
が
定
石
。
し
か
し
、
同
国

の
企
業
情
報
は
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
お

ら
ず
、
結
局
、
独
自
の
ル
ー
ト
で
パ
ー
ト

ナ
ー
を
探
し
た
り
、
進
出
支
援
会
社
な
ど

の
紹
介
が
メ
イ
ン
と
な
る
。

　

そ
し
て
仮
に
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
見
つ

か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
態
が
掴
め
な

い
こ
と
が
多
く
、
先
方
か
ら
提
出
さ
れ
た

情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
業
務
提
携
や
合

弁
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

信
頼
に
足
り
得
る
と
思
わ
れ
た
企
業
で
あ

っ
て
も
、財
務
状
況
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、

業
務
ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
に
関
わ
る
書
類
の

中
身
が
杜
撰
だ
っ
た
り
で
、
後
々
に
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。

　

中
に
は
、
提
携
後
に
業
務
を
開
始
し
よ

う
と
し
た
際
に
、
相
手
方
が
業
務
ラ
イ
セ

ン
ス
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
進
出
予

す
る
労
働
集
約
型
産
業
も
、
従
来
の
縫
製

偏
重
か
ら
工
業
製
品
の
部
品
へ
と
領
域
が

拡
大
し
て
い
ま
す
よ
」。

　

タ
イ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
の
下
地
は
着
々

と
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

圧
倒
的
な
情
報
不
足
が
ネ
ッ
ク

　

開
国
、
新
政
権
始
動
後
、
米
国
の
経
済

制
裁
解
除
を
筆
頭
に
、
日
本
か
ら
の
８
０

０
０
億
円
の
投
資
に
加
え
、
今
年
４
月
に

は
新
会
社
法
や
新
投
資
法
な
ど
外
国
企
業
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現
在
の
両
国
間
の
貿
易
額
は
約
２
０
０
０

億
バ
ー
ツ
だ
が
、
５
年
後
に
は
２
倍
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
予
想
し
た
。

　

民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
も
進
ん
だ
。
訪

問
中
、タ
イ
投
資
委
員
会（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）は
、

タ
イ
か
ら
同
行
し
た
１
０
０
人
以
上
の
起

業
家
や
経
営
層
ら
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

を
開
催
。
タ
イ
側
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
中

小
企
業
や
製
造
産
業
の
成
長
支
援
な
ど
を

約
束
し
た
。

　

そ
の
他
、
両
国
は
漁
業
協
力
と
海
外
送

金
に
関
す
る
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
結
び
、

タ
イ
で
働
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
の
自

国
へ
の
送
金
手
法
を
緩
和
。観
光
面
で
も
、

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ

ン
ダ
レ
ー
と
、
タ
イ
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
ラ

ノ
ー
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
イ
間
で
の
観

光
促
進
を
図
る
と
い
う
。

　

世
界
が
競
っ
て
進
出
す
る
“
ア
ジ
ア
最

後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
”。
日
本
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
享
受
し
、
安
価
な
消
費
財
を
生
む
タ

イ
の
参
戦
は
、
先
行
す
る
日
本
に
と
っ
て

は
脅
威
と
な
る
。
途
上
国
が
中
国
を
選
ん

で
来
た
よ
う
に
、「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

を
求
め
ら
れ
れ
ば
、
官
民
挙
げ
て
先
行
投

資
し
て
き
た
日
本
に
と
っ
て
は
元
の
木
阿

弥
だ
。
果
た
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
本
当

に
楽
園
な
の
だ
ろ
う
か
。
ぜ
ひ
、
一
度
訪

れ
て
自
分
の
眼
で
確
か
め
て
頂
き
た
い
。

関
係
を
強
め
、
ラ
オ
ス
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
通
り
イ
ン
ド
ま
で

続
く
、
経
済
回
廊
の
整
備
の
必
要
性
で
一

致
し
た
と
い
う
。

　

同
副
首
相
を
筆
頭
と
す
る
訪
問
団
に

は
、
経
済
３
団
体
（
タ
イ
商
工
会
議
所
、

銀
行
協
会
、
工
業
連
盟
）
の
代
表
や
、
Ｐ

Ｔ
Ｔ
（
タ
イ
石
油
公
社
）、
Ｃ
Ｐ
、
バ
ン

コ
ッ
ク
銀
行
、
ア
マ
タ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
建
設
大
手
イ
タ
リ
ア
ン
タ
イ
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
イ
タ
ル
タ
イ
）、
小

売
り
大
手
セ
ン
ト
ラ
ル
百
貨
店
グ
ル
ー
プ

な
ど
大
手
企
業
14
社
の
ト
ッ
プ
ら
が
同

行
。
会
談
後
、
ソ
ム
キ
ッ
ト
氏
は
、「
両

国
間
で
こ
れ
ほ
ど
経
済
関
係
を
深
め
た
こ

と
は
な
い
。
激
動
す
る
世
界
経
済
の
中
で

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
同
士
が
協
力
し
、
共
に

成
長
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
成
果
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

ま
た
、
同
氏
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
が

共
同
で
開
発
す
る
テ
ィ
ラ
ワ
工
業
団
地
を

引
き
合
い
に
、「
現
在
、
テ
ィ
ラ
ワ
経
済

特
区
内
に
は
13
の
タ
イ
企
業
が
進
出
し
て

い
る
。
タ
イ
政
府
と
し
て
は
、
近
い
将
来

我
が
国
主
導
に
よ
る
工
業
団
地
の
開
発
を

後
押
し
し
た
い
」
と
し
た
上
で
、
同
国
間

の
貿
易
や
将
来
の
工
業
団
地
開
発
に
も
不

可
欠
な
物
流
（
運
輸
）
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
、「
両
国
で
委
員
会
を
設
置
す
る
。

て
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
優
等
生
“
タ
イ
”
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

陸
続
き
で
古
く
か
ら
国
境
貿
易
を
続
け

る
間
柄
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
大
消
費
地

で
あ
る
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
と
ヤ
ン
ゴ
ン
と

の
物
流
の
貧
弱
さ
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な

り
、
大
き
な
貿
易
額
を
生
む
こ
と
は
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
５
年
６
月
に

両
国
国
境
近
く
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
山
岳

地
帯
に
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
・
コ
ー
カ
レ
イ
を

結
ぶ
新
た
な
山
越
え
道
路
が
完
成
。
こ
れ

で
経
済
回
廊
と
言
わ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を

結
ぶ
幹
線
道
路
が
全
通
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
軍
政
時
代
に
整
備
さ
れ

た
山
岳
道
路
が
存
在
し
た
が
、
道
幅
が
狭

く
１
日
お
き
に
進
行
方
向
の
変
わ
る
変
則

的
な
一
方
通
行
路
で
、
物
流
業
者
は
通
行

可
能
日
を
選
び
、
な
お
か
つ
未
舗
装
な
隘

路
を
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

新
ル
ー
ト
の
完
成
で
、
移
動
時
間
は
従

来
の
３
分
の
１
以
下
に
短
縮
し
、
ヤ
ン
ゴ

ン
へ
の
物
流
は
日
に
日
に
増
す
よ
う
に
な

っ
た
。（
詳
し
く
は
本
誌
今
年
1
月
号
に
）

　

物
流
網
の
整
備
は
両
国
関
係
も
変
え
つ

つ
あ
る
。タ
イ
の
ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相（
経

済
担
当
）
は
、
２
月
２
～
５
日
の
日
程
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
。
テ
ィ
ン
・
チ
ョ
ー

大
統
領
や
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー

国
家
顧
問
兼
外
相
と
会
談
し
、
経
済
協
力

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し
だ
。

　

隣
国
タ
イ
で
も
自
動
車
産
業
進
出
は
成

長
の
原
動
力
と
な
り
、
そ
の
意
義
は
大
き

い
。
産
業
の
裾
野
が
広
い
だ
け
に
、
関
連

企
業
の
進
出
の
他
、
タ
イ
か
ら
の
部
品
供

給
も
期
待
で
き
る
。
将
来
的
に
は
、
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
い
っ
た
生
産
車
種
の

高
度
化
が
進
む
タ
イ
か
ら
、
部
品
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
ご
と
ご
っ
そ
り
移
管
と
い
う
ウ

ル
ト
ラ
Ｃ
も
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
同
産

業
の
進
出
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。

先
行
す
る
日
本
を
脅
か
す
タ
イ

　

こ
れ
ま
で
、
新
興
国
市
場
を
狙
う
動
き

と
言
え
ば
、
欧
米
、
中
国
、
韓
国
、
日
本

が
相
場
だ
っ
た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
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